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4. 刊行の後
文字通りの拙著であったが、幸いにも刊行後には多くの言葉を頂戴した。なかでも、納富
信留氏（東京大学）は、『読売新聞』の書評（2017 年 5 月 14 日）において、天野を「徹底
的惨敗者」としながらも「この本格的評伝を読むと暗い気持ちになるどころか、救われた印
象さえ受ける。一貫した信念と教育にうちこむ哲学、そして常に前を見つづける生き方が、
最終的に報われたことを感じさせてくれる。確かに目立ちはしないが、信頼される人柄で
あった」と評した。
著者の手を離れた以上、著作がどう評されるかは著者の問題ではない。しかし、著者が新
たな視点を発見することはできる。納富氏の言葉は、私が考えていた天野とは違う天野を発
見させてくれた。
その他、複数の読者から天野に関連する資料や感想を多く頂戴した。天野が大事にした人
との縁を感じた経験であった。本書の「あとがき」には、「本書を書き終えたばかりの今は、
安心感と虚脱感が入り交った気持ちが先立ち、改めて内容に思いを巡らす余裕と気力がな
い」と書いた。しかし、ここに来て、また新しい天野に出会いたいという気持ちがふつふつ
と湧きあがってきている。書きたいこと、書かねばならないことはまだまだある。また違っ
た天野と出会えるような気がしている。
